
世界の末期腎不全( ：

)と慢性腎臓病( ：

)の現状―発症率と有病率

世界における 患者の増加速度は著しく速く

年から 年の 年間に 万人から 万人へ

と 約 倍に増加するものと見込まれている。 の

最大の原因である糖尿病の患者数は全世界で 億 千万人

( 年)から 億 千万人( 年)になると推定されて

おり 年間で約 倍であるので の増加がい

かに急ピッチであるかがわかる(図 )。国別のデータは米

国腎臓統計システム( ：

)が公表しており 年における世界各国の末

期腎不全発症率は台湾 米国 日本の順で多いことがわか

る(図 )。また の有病率は日本 台湾 米国の順

に多い(図 )。発展途上国においては の有病率は

低く その最大の理由は 公的医療保険制度が整備されて

おらず また個人の収入も少ないために 高額な医療費が

かかる透析や移植などの治療を受けられずに死亡する人が

多いためと考えられる。現在でも 発症率 有病率におい

てアジア諸国は高いレベルにあるが 近年アジア諸国の経

済的発展は目覚ましく アジア地域における 患者

はそれに比例してさらに増えるものと考えられる。わが国

はそのなかでも透析患者の有病率が世界一高い透析大国で

あり 世界の透析患者の約 / を占める(図 )。

また 世界における透析医療費の伸びはそれ以上に凄ま

じく 透析医療費の合計を 年毎にまとめて試算してみ

ると この 年間で約 倍に増加している(図 )。

の予備軍とも言える慢性腎臓病( )は

年に米国で推計値が ( )

によって発表され それによると 腎機能の指標である

( )が / / 未

満の人が全米で約 万人( 歳以上の全人口の )存

在することが明らかになった(表)。このような 患者
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数と腎不全への進行速度に関する推計から 年から

年の 年間で 毎年の 発生数は約 万人

( 年)から 万人( 年)へ また 患者数は

約 万人から 万人へ それぞれ約 倍に増加するも

のと見込まれている 。

日本における と の現状

わが国においては既知のごとく 患者の大部分

( 以上)は血液透析患者である。透析患者は年々増加し

ており 平成 年度末の透析患者数は 万 千人余と
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図 人口 万人当たりの末期腎不全( )発生率

(文献1より引用)

図 人口 万人当たりの末期腎不全( )患者

有病率 (文献1より引用)

図 血液透析患者数の推移：世界 米国 日本

(文献2 4より引用 改変。2010年は予測値＝筆者)



なっている 。今のペースで増加すれば 年には透析

患者数は 万人を突破し 歳以上の全国民の 人に

人が透析を受けていることになる。患者の予後や

の向上 医療費の節約など さまざまな観点からみても

透析患者をいかにして減少させるかというのは国民的課題

であると言える。

さて 透析予備軍である がわが国においてどのよ

うな実態であるかについては 明確なデータがこれまで存

在しなかった。 年 月に設立された日本腎臓学会慢

性腎臓病対策小委員会疫学調査ワーキンググループでは全

国 カ所(最初は カ所)の一般住民約 万人を対象とし

た健診あるいは人間ドックのデータを用いたコホート研究

を行い が / / 未満の人がわが国で

は約 万人(全人口の )存在することを明らかにし

た。わが国においても米国同様 いやそれ以上に 患

者数は膨大な数に達することがわかったのである。

の日本人疫学調査については他稿で詳細に述べられている

が 日本腎臓学会専門医の数が 人余であることを考

えると とても専門医だけで対処できる数ではなく 一般

医や腎臓以外の専門医とも連携して診療を行わなければな

らないことは明らかである。

人類の健康を脅かす病気としての

は の予備軍としての重要性だけではなく

健康一般を脅かす重大な因子であることが明らかになっ

た。すなわち 腎機能の低下の程度に応じて 総死亡数や

原因の如何を問わない入院頻度が有意に上昇し 特に心臓

血管障害の発症と の とは密接な関係があるこ

と(図 ) が多くの研究者により報告されている。さらに

急性心筋梗塞治療後の再発や生命予後に関しても 腎機能

低下の程度と有意な相関があることがわかってきた(図

)。したがって は人類の健康を脅かす重要な疾

患であることを社会に向かってアピールし 認識を十分深

めてもらう必要がある。

一方で は近年 生活習慣病の様相を濃くしてい

日本とアジアにおける慢性腎臓病( )対策の重要性

図 年毎の透析患者の治療コストの推移

(文献2より引用 改変。日本円表記は筆者による概算)

表 慢性腎臓病の頻度は想像以上に多い‼

米国における調査(Am J Kidney Dis 2004；43：S46)

分類 定義
GFR

(mL/min/1.73m)

頻度(有病率)

n(1,000) %

1 正常GFRで腎障害あり ＞90 5,900 3.3

2 軽度のGFR低下で腎障害あり 60～89 5,300 3.0

3 中程度のGFR低下 30～59 7,600 4.3

4 高度のGFR低下 15～29 400 0.2

5 末期腎不全(ESRD) ＜15or dialysis 300 0.1

米国におけるCKDの頻度

推定CKD患者数： 1,950万人 20歳以上の全人口比10.9%

腎機能中程度以下患者数： 830万人 20歳以上の全人口比 4.6%



図 は 死亡 入院の独立した危険因子である

各棒グラフ上の数字は上段が relative risk 下段が発生数/100人/年である。(文献5より引用 改変)

図 急性心筋梗塞治療後の再発・予後と腎機能低下の程度との相関(文献6より引用 改変)
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る。 年までは慢性腎炎などの原因不明の疾患が

の主因であったのが 最近では諸外国と同様わが

国においても 新規発生の 患者(わが国では透析導

入患者)の原因疾患の第 位は糖尿病であり 第 位の腎

硬化症(高血圧 高脂血症 加齢などで腎血流が減少して

腎臓の線維化をきたすものの総称)も急増している。また

腎障害の進展因子のなかには生活習慣病関連の項目が多く

あげられている。したがって は糖尿病や心血管障

害と並んでいまや重要な生活習慣病の一つであると言って

も過言ではない。

対策の現状と展望

上記のような認識は米国で早くからもたれており 米国

腎臓財団( ： )は腎臓病の

代表的なガイドラインである /

において 年に ：

」を発表して

の定義と重症度分類を行った 。この詳細について

は他稿で述べられているので省略するが これにより世界

的に の概念が普及していった。世界の動向の詳細は

他稿に譲るが わが国でもこれを受けて 日本腎臓学会に

慢性腎臓病対策小委員会が 年 月に設立され活動を

開始している。これまでに わが国における 有病率

の推定( 年) ベースラインの腎機能による腎機能低

下率推算値( 年)などを公表し 同時に 診療ガイド

ラインの作成やアジアにおける 対策推進のための会

議の開催の準備を行っている。また 腎臓関連団体が結束

して社会に対し 対策の重要性をアピールするための

協力組織である日本慢性腎臓病対策協議会の立ち上げ

( 年 月 日発足)にあたっては 日本腎臓学会が呼び

かけ人となった。昨年から今年にかけてようやく 腎臓関

連学会のみならず循環器学会や糖尿病学会 高血圧学会な

ど他学会においても に対する関心と認識の高まりが

急速にみられるようになっている。

今後の課題としては以下のような点があげられる。すな

わち )日本人に適合した 推算式の作成 )心

血管事故 腎不全への進行 死亡 入院などを指標にした

日本人における カットオフ値の設定 ) 報

告システムの整備 ) 診療ガイドラインの整備と

教育・啓発 ) 医療連携パスの作成と実践による

アウトカム研究 )包括的 対策の企画と推進：専

門分野や立場を超えた協力体制により ヘッドクォーター

としての役割を期待される日本慢性腎臓病対策協議会の発

展 ) 対策を国の医療政策に反映させること )

海外の動きと協調した地球的規模のキャンペーンの展開

などである。これらを図 にまとめた。

文 献

図 総合対策

日本とアジアにおける慢性腎臓病( )対策の重要性
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